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助産学専攻科の教育理念

獨協医科大学は「患者さまおよびその家族、医療関係者をはじめ、広く社会一般の人々か

ら信頼される医師および看護職者を育成する」ことをその教育の基本理念としています。

助産学専攻科は、この基本理念に基づき、豊かな感性と確かな専門知識、優れた判断能力

および専門的技術を身につけ、高い実践能力を発揮できるよう教育し「母子保健活動および

助産実践活動を通して社会に貢献し、社会から信頼される人材を育成する」ことを教育理念

としています。



教育目標

1 ．科学的な知識を活用して、根拠に基づく助産が実践できる能力を養う。
2．女性・子ども・家族の力を引き出し、一つひとつの生命と家族の誕生・成長・発達を助け促す
助産が実践できる能力を養う。

3．広い視野と豊かな感性をもち、助産の対象を多面的にトータルに理解し共感する能力を養う。
4．保健・医療・福祉におけるチームの一員としての自覚をもち、多職種者と協働しながら、助産
師の役割を追求する姿勢を養う。

5．生涯にわたり専門職としての自覚と責任をもって主体的に考え、学習する能力を養う。
6．助産学の発展や質の高い助産に貢献することができる助産実践能力を培う。

ディプロマ・ポリシー（助産学専攻科の修了認定方針）

本学専攻科は、修業年限在籍し、所定の単位を修得するとともに、以下の素養を身につけた学生に
修了を認定します。
1．広い視野と豊かな感性、倫理観に基づく助産が実践できる能力を有する。
2．対象の力を引き出し、一つひとつの生命と家族の誕生・成長・発達を助け促す助産が実践でき
る能力を有する。

3．対象を多面的にトータルに理解し、科学的な知識を活用して根拠のある助産が実践できる能力
を有する。

4．保健・医療・福祉におけるチームの一員としての自覚をもち、多職種者と協働しながら、助産
師の役割を実践する能力を有する。

5．質の高い助産実践能力を持ち、助産学の発展に貢献する能力を有する。

カリキュラム・ポリシー（助産学専攻科の教育課程編成・実施方針）

本学専攻科は、教育理念である母子保健活動および助産実践活動を通して社会に貢献し、社会から
信頼される人材を育成するためカリキュラムを基礎助産学領域・助産学実践領域・助産学発展領域の
三つの領域を編成し運営します。
1．系統的段階的に助産師としての基本的な必須能力（知識・技術）を学ぶ。
2．助産の対象を多面的にトータルに理解し、助産師の役割・責務を学修するとともに、対象を理
解するための豊かな感性と倫理観を学ぶ。

3．女性の生涯にわたる健康および家族発達への支援を学ぶ。
4．地域における母子保健の現状を理解し、助産師の役割と責務を学ぶ。
5．助産実践のために必要な基本的な助産実践能力を養う。
6．助産学の基盤となる科学的根拠に基づく実践と生涯にわたり自己研鑽し続ける姿勢を培う。
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2023 年　年間行事予定

４月 入学式 　４月　７日（金）

新入生オリエンテーション 　４月１０日（月）

授業開始 　４月１１日（火）

定期健康診断 　４月１９日（水）

開学記念日 　４月２３日（日）

７月 定期試験 　７月１８日（火）～　７月２０日（木）

夏季休暇 　７月２９日（土）～　８月２０日（日）

８月 授業開始 　８月２１日（月）

９月 助産学実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 　９月１１日（月）～１２月　８日（金）

12 月 冬季休暇 １２月２１日（木）～　１月　４日（木）

１月 授業開始 　１月　５日（金）

２月 助産師国家試験 　２月

3月 修了式 　３月

（注：上記予定は変更することがある）



獨協医科大学助産学専攻科教育課程

区分 科目名
単位
時間

時間
数

コマ
数

単位数 修 了
要 件必修 選択

基
礎
助
産
学

助産学概論 15 15 8 1 　

必修
36 単位

＋ 

選択
１単位
以上

ウィメンズヘルス概論 15 15 8 1 　

性と生殖の形態・機能 15 15 8 1 　

周産期医学 15 15 8 1 　

乳幼児発達論 15 15 8 1 　

家族の心理・社会学 15 15 8 1 　

生殖と生命倫理 15 15 8 1 　

助
産
学
実
践
領
域

助産診断・技術学Ⅰ（妊娠期） 15 30 15 2 　

助産診断・技術学Ⅱ（分娩期） 15 30 15 2 　

助産診断・技術学Ⅲ（産褥期） 15 30 15 2 　

助産診断・技術学Ⅳ（新生児期・乳幼児期） 15 30 15 2 　

助産診断・技術学Ⅴ（ハイリスク） 15 15 8 1 　

助産診断・技術学演習 30 60 30 2 　

健康教育方法論 30 30 15 1 　

地域母子保健 15 30 15 2 　

助産管理学 15 30 15 2 　

助産学実習Ⅰ 45 　 　 1 　

助産学実習Ⅱ 45 　 　 10 　

助産学実習Ⅲ 45 　 　 1 　

助
産
学
発
展
領
域

助産学研究 30 30 15 1 　

Evidence-Based Practice 15 15 8 　 1

ウィメンズヘルス支援 15 15 8 　 1

36
1
以上

37
以上



1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2

1

3 4 5 6 7 入学式
宇都宮市
文化会館
大ホール

8

10 第１回
助産

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

ﾎｰﾑﾙｰﾑ
ﾕﾆﾌｫｰﾑ試着

教科書購入

11 助産学
概論
①

助産診断
技術学Ⅰ

①

地域母子
保健①

図書館
ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

12 ウィメンズ

ヘルス

概論①

ウィメンズ

ヘルス

概論②

健康教育
方法論①

情報基盤

センター

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

13 EBP① 助産診断
技術学Ⅰ

②

地域母子
保健②

助産診断
技術学Ⅰ

③

14 性と生殖の
形態・機能

①

性と生殖の
形態・機能

②

助産診断
技術学Ⅱ

①

助産診断
技術学Ⅱ

②

15

礒山 水畑 礒山  礒山  礒山 水畑 礒山 齊藤 礒山 水畑 稲葉  稲葉 荒井  荒井

17 助産
管理学

①

乳幼児
発達論

①

周産期
医学
①

周産期
医学
②

18 助産学
概論
②

助産診断
技術学Ⅰ

④

地域母子
保健③

地域母子
保健④

19 助産診断
技術学Ⅱ

③

助産診断
技術学Ⅱ

④

健康教育
方法論②

健康教育
方法論③

20 EBP② 助産診断
技術学Ⅰ

⑤

地域母子
保健⑤

助産診断
技術学Ⅰ

⑥

21 性と生殖の
形態・機能

③

性と生殖の
形態・機能

④

健康教育
方法論④

健康教育
方法論⑤

22

礒山 鈴村 成瀬 成瀨 礒山 荒井 礒山 礒山 荒井 荒井 礒山 礒山 礒山 齊藤 礒山 水畑  稲葉  稲葉 助産教員 助産教員

24 助産
管理学

②

乳幼児
発達論

②

周産期
医学
③

周産期
医学
④

25 助産学
概論
③

助産診断
技術学Ⅰ

⑦

ウィメンズ

ヘルス

概論③

助産診断
技術学Ⅳ

①

26 助産
管理学

③

健康教育
方法論⑥

入学後面接 27 EBP③ ウィメンズ

ヘルス

概論④

助産診断
技術学Ⅰ

⑧

助産診断
技術学Ⅰ

⑨

28 助産診断
技術学Ⅴ

①

助産診断
技術学Ⅴ

②

29

礒山  鈴村 成瀬 成瀨 礒山 水畑 大野 荒井 大野 助産教員 礒山 礒山  水畑 水畑 稲葉 稲葉

1 助産
管理学

④

乳幼児
発達論

③

周産期
医学
⑤

周産期
医学
⑥

2 助産学
概論
④

助産診断
技術学Ⅲ

①

ウィメンズ

ヘルス

概論⑤

助産診断
技術学Ⅳ

②

3 4 5 6

礒山 鈴村 多田 多田 礒山  礒山 大野 荒井

8 助産
管理学

⑤

乳幼児
発達論

④

周産期
医学
⑦

周産期
医学
⑧

9 助産学
概論
⑤

助産診断
技術学Ⅲ

②

健康教育
方法論⑦

健康教育
方法論⑧

10 助産診断
技術学Ⅳ

③

助産診断
技術学Ⅳ

④

地域母子
保健⑥

地域母子
保健⑦

11 ウィメンズ

ヘルス
支援①

性と生殖の
形態・機能

⑤

助産診断
技術学Ⅰ

⑩

助産診断
技術学Ⅰ

⑪

12 生殖と
生命倫理

①

生殖と
生命倫理

②

助産診断
技術学Ⅱ

⑤

助産診断
技術学Ⅱ

⑥

13

礒山 鈴村 多田 多田 礒山 礒山 助産教員 助産教員 荒井 荒井 小嶋 小嶋 礒山 渡辺 荒井 荒井 水畑 水畑 磯 磯

15 助産
管理学

⑥

乳幼児
発達論

⑤

助産学
概論
⑥

地域母子
保健⑧

16 助産診断
技術学Ⅰ

⑫

助産診断
技術学Ⅰ

⑬

地域母子
保健⑨

助産診断
技術学Ⅲ

③

17 助産診断
技術学Ⅱ

⑦

助産診断
技術学Ⅱ

⑧

ウィメンズ

ヘルス

支援②

ウィメンズ

ヘルス

支援③

18 EBP④ 性と生殖の
形態・機能

⑥

助産
管理学

⑦

ウィメンズ

ヘルス

概論⑥

19 健康教育
方法論⑨

健康教育
方法論⑩

助産診断
技術学Ⅱ

⑨

助産学
概論
⑦

20

礒山 鈴村 吉野 吉野 磯 磯 礒山 礒山 磯 磯 河野 河野 礒山 渡辺 堀越 荒井 助産教員 助産教員 水畑 小西

22 乳幼児
発達論

⑥

助産診断
技術学Ⅴ

③

助産診断
技術学Ⅴ

④

23 助産診断
技術学Ⅰ

⑭

助産診断
技術学Ⅰ

⑮

地域母子
保健⑩

地域母子
保健⑪

24 EBP⑤ 助産
管理学

⑧

25 EBP⑥ 性と生殖の
形態・機能

⑦

助産
管理学

⑨

ウィメンズ

ヘルス

支援④

26 助産診断
技術学Ⅱ

⑩

助産診断
技術学Ⅱ

⑪

生殖と
生命倫理

③

生殖と
生命倫理

④

27

鈴村 多田 多田 助産教員 助産教員 磯 磯 礒山 舟橋 礒山 渡辺 堀越 磯 水畑 水畑 成瀬 成瀬

29 助産診断
技術学Ⅳ

⑤

助産診断
技術学Ⅳ

⑥

30 助産診断
技術学Ⅲ

④

乳幼児
発達論⑦

乳幼児
発達論⑧

31 助産
管理学

⑩

ウィメンズ

ヘルス

支援⑤

ウィメンズ

ヘルス

支援⑥

1 EBP⑦ 性と生殖の
形態・機能

⑧

助産診断
技術学Ⅴ

⑤

助産診断
技術学Ⅴ

⑥

2 家族の心理

・社会学

①

家族の心理

・社会学

②

助産診断
技術学Ⅱ

⑫

助産学
概論
⑧

3

磯 磯 礒山 小西 小西 舟橋 坪田 坪田 礒山 渡辺 水畑 水畑 寺山 寺山 水畑 小西

5 助産診断
技術学Ⅱ

⑬

助産診断
技術学Ⅱ

⑭

助産診断
技術学Ⅱ

⑮

6 助産診断
技術学Ⅲ

⑤

助産診断
技術学Ⅲ

⑥

ウィメンズ

ヘルス

概論 ⑦

7 助産
管理学

⑪

助産
管理学

⑫

助産診断
技術学Ⅴ

⑦

助産診断
技術学Ⅴ

⑧

8 助産診断
技術学Ⅳ

⑦

助産診断
技術学Ⅳ

⑧

家族の心理

・社会学

③

家族の心理

・社会学

④

9 家族の心理

・社会学

⑤

生殖と
生命倫理

⑤

生殖と
生命倫理

⑥

10

礒山 助産教員 添田 小嶋 小嶋 荒井 荒井 磯 磯 坂本 坂本 野畑 上杉 上杉

12 助診技
演習①
（CTG）

助診技
演習②
（CTG）

助診技
演習③
（CTG）

13 助産診断
技術学Ⅲ

⑦

助産診断
技術学Ⅲ

⑧

健康教育
方法論⑪

ウィメンズ

ヘルス

概論 ⑧

14 助産診断
技術学Ⅳ

⑨

助産診断
技術学Ⅳ

⑩

15 EBP⑧ 家族の心理

・社会学

⑥

健康教育
方法論⑫

健康教育
方法論⑬

16 家族の心理

・社会学

⑦

家族の心理

・社会学

⑧

17

水畑 水畑 水畑 髙山 髙山 助産教員 添田 水畑 水畑 礒山 大島 助産教員 助産教員 野畑 野畑

19 助産診断
技術学Ⅲ

⑨

助産診断
技術学Ⅲ

⑩

助産診断
技術学Ⅲ

⑪

生殖と
生命倫理

⑦

20 助産診断
技術学Ⅳ

⑪

助産診断
技術学Ⅳ

⑫

ウィメンズ

ヘルス

支援⑦

ウィメンズ

ヘルス

支援⑧

21 助産診断
技術学Ⅲ

⑫

助産診断
技術学Ⅲ

⑬

22 助産診断
技術学Ⅳ

⑬

助産診断
技術学Ⅳ

⑭

23 助産診断
技術学Ⅲ

⑭

助産診断
技術学Ⅲ

⑮

助産
管理学

⑬

助産
管理学

⑭

24

河原井 荒井 礒山 荒井 荒井 水畑 水畑 礒山 礒山 上杉 上杉

26 助産
管理学

⑮

助産診断
技術学Ⅳ

⑮

生殖と
生命倫理

⑧

27 助診技
演習④

助診技
演習⑤

28 助診技
演習⑥

助診技
演習⑦

29 30 助診技
演習⑧

（超音波）

助診技
演習⑨

（超音波）

1

礒山 小西 河原井 荒井 荒井 小嶋 小嶋 多田 多田

3 助診技
演習⑩

助診技
演習⑪

助診技
演習⑫

4 助診技
演習⑬

助診技
演習⑭

助診技
演習⑮

5 助診技
演習⑯

助診技
演習⑰

助診技
演習⑱

6 7 助診技
演習㉒

助診技
演習㉓
（縫合）

助診技
演習㉔
（縫合）

8

荒井 助産教員 助産教員 助産教員 助産教員 助産教員 水畑 助産教員 助産教員 磯 成瀬 成瀬

10 11 12 13 14 15

17 18 19 20 21 22

24 再試発表 25 26 27 再試 28 29

31 1 2 3 4 5

8月 7 8 9 10 11 12

14 15 16 17 18 19

21 22 23 24 25 26

28 29 30 31 1 助診技
演習

授業評価

実習前
面接
10名

2

4 5 6 7 8 実習室掃除
・片付け

9

11 12 13 14 15 16

18 19 20 21 22 23

25 26 27 28 29 30

助診技演習㉕㉖㉗㉘
分娩介助チェックテスト

9月 学内演習 学内演習 学内演習

敬老の日

助産学研究①
第42回日本思春期学会

総会・学術集会

学内演習 学内演習
（助産診断：

夏休み課題発表）

学部オープンキャンパス
（助産は実習室見学に参加）

健康教育方法論⑭⑮
プレコンセプションケアの実施

秋分の日
一般入学試験

（インフルエンザ予防接種申込み）

分娩介助
再チェックテスト

助診技演習㉙㉚
母子・新生児ケアの

チェックテスト

学内演習

助産学実習ⅠⅡ　開始
（獨協医科大学：大学病院・埼玉医療センター、

大野医院）

助産教員助産教員

学内演習 学内演習

（助産・学部オープンキャンパス）

山の日

第３回オリエンテーション 地域母子保健フィールドワーク⑫⑬⑭
（栃木市健康増進課、栃木会場４か月健診３名）

学内演習 地域母子保健⑮
振り返り

学内演習

第２回
助産オリエンテーション

地域母子保健フィールドワーク⑫⑬⑭
（壬生町健康福祉課３・４か月健診４名）

地域母子保健フィールドワーク⑫⑬⑭
（栃木市健康増進課、栃木会場４か月健診３名）

6月

助産教員

助産教員

海の日 期末試験

7月

オリエンテーション

金

就職説明会
獨協医科大学病院
バースセンター見学

5月

憲法記念日

土

2023年度　助産学専攻科　時間割　（前期） 

昭和の日

水 木月 火

4月

学内選抜入学試験

(助産学専攻科
オープンキャンパス)

助産教員

みどりの日 こどもの日

期末試験

助診技演習
⑲⑳㉑

（新生児蘇生Aｺｰｽ）

 ３～５限

期末試験



1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2

2 3 4 5 6 7

9 10 11 12 13 14

16 17 18 19 20 21

23 24 25 26 27 28

30 31 1 2 3 4

6 7 8 9 10 11

13 14 5 16 17 18

20 21 22 23 24 25

27 28 29 30 1 2

4 5 6 7 8 9

11
第4回

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 12
実習科目
授業評価

13
助産学
研究②

助産学
研究③

14 15 16

水畑 助産教員

18
助産学
研究④

助産学
研究⑤

19
助産学
研究⑥

助産学
研究⑦

20
助産学
研究⑧

助産学
研究⑨

21 22 23

水畑 助産教員 荒井 助産教員 助産教員 助産教員

25 27 28 29 30

3 4 5 6

10 模試ゼミ 11 12 13

17 模試ゼミ 18 19 20

24 模試ゼミ 25 26 27

31
受験票
配布

（予定）
模試ゼミ 1 2 3

7 9 10

13 14 15 16 17

20 21 22 23 24

28 29 1 2

6 7 8 9

13 14 15 16

20 21 22 23

27 28 29 30

2023年度　助産学専攻科　時間割　（後期） 

1月

1 2

8

22 23

29 30

第2回模擬試験

実習使用物品の整理

11
月

助産学実習Ⅱ開始
（恵愛病院）

助産学実習Ⅱ終了
（獨協医科大学病院、済生会宇都宮病院、

恵愛病院、大野医院）

助産学実習Ⅲ終了
（ ことり ）

解剖慰霊祭

15

国試指導

実習記録返却

26

国試指導

16

9
助産学研究⑩⑪⑫⑬

12

2月

5 6 8

19

26 27

3月

4 5

11 12

18

25 26

19

12
月

助産学実習Ⅲ開始
（ ことり、守谷、すこやか、はとがや ）

助産学実習Ⅲ終了
（ 守谷、すこやか、はとがや ）

(インフルエンザ予防接種)

文化の日

勤労感謝の日

実習後面接10名
実習記録・貸出物

品返却

帰校日（国試手続き説明、

事例検討会）模擬試験解答回収

月 火 水 土木 金

スポーツの日

10
月

助産学実習Ⅱ開始
（済生会宇都宮病院）

助産学実習Ⅱ終了
（埼玉医療センター）

春分の日

助産学研究⑭⑮発表

建国記念日

天皇誕生日

助産学実習Ⅲ継続
（ ことり ）

元旦

成人の日



Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日
曜
日

時
限

教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 4 11 火 1

礒　山　あけみ

オリエンテーション
WHO（世界保健機関）、ICM（国際助産師連盟）
が示す助産、助産師の定義

事前：ICM助産師の　
定義の精読

事後：助産の概念に　
ついて整理

2 4 18 火 1 日本助産師会、ICM、WHOの助産師の役割・
責務

事前：職能団体 HP の
閲覧

事後：助産師の身分・
責務・必須能力
の整理

3 4 25 火 1 助産・助産師の歴史
国内外の助産師教育

事前：国内外の助産師
教育の整理

事後：助産師教育の　
課題と今後の助産
師教育の在り方
をまとめる

4 5 2 火 1

助産師の職業倫理
職業倫理的側面事例に対する
ディスカッション
ICM（国際助産師連盟）による助産師の倫理
綱領、日本助産師会の示した助産師の倫理綱
領等助産の倫理に関する規範

事前：助産倫理綱領の
精読

事後：助産師の職業　
倫理を整理

授業科目名 助 産 学 概 論 科目責任者 礒　山　あけみ

教 員 名 礒山　あけみ　　小西　美樹　　吉野　八重

必修／選択 必　　修 開講学期 前　　期

単 位 数 １単位 時 間 数 １５時間 コ マ 数 ８コマ

Ⅰ．授業概要
少子高齢化が進む中で、社会の要請にこたえられる専門職としての助産師の意義、役割と責務を学ぶ。
助産における基本概念、母子保健及び助産の変遷と現状、助産師と法律・倫理、および諸外国を含む
助産師教育について学習する。
Ⅱ．授業目的
１．広い視野と豊かな感性、倫理観に基づく助産が実践できる能力を養う。
２．保健・医療・福祉におけるチームの一員としての自覚をもち、多職種と協働しながら、助産師
の役割を実践する能力を養う。

Ⅲ．到達目標
１．助産を構成する概念（定義・役割・責務）について説明できる。
２．助産師教育、および必須の能力について説明できる。
３．出産・助産の歴史について説明できる。
４．助産倫理について説明・考察できる。
５．助産ケアの基盤となる概念について説明できる。
６．助産師の国際的な活動について説明できる。
７．子どもと家族を支援するための概念や理論が説明できる。 

1



5 5 9 火 1 礒　山　あけみ

助産ケアの基盤となる概念・理論、セルフケ
ア理論、アタッチメント理論、役割理論、
子どもの誕生に伴う親の役割移行、
ルービンの母性論、マーサーの母親役割の
達成理論、女性を中心としたケア（Women-
centered care）

事前：理論の整理

6 5 15 月 3 吉　野　八　重 助産師の国際的活動・出産文化の多様性 教科書該当箇所の精読

7 5 19 金 4
小　西　美　樹

子どもと家族を支援するための概念・理論
小西先生：レポート課題

8 6 2 金 4 子どもの喪失と助産

Ⅴ．授業方法
講義、ディスカッション
Ⅵ．評価基準
講義への参加状況、筆記試験、課題レポート等から総合的に評価する。
Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
１．助産学講座 1　基礎助産学［1］助産学概論　第 6 版　医学書院　2022
２．助産学講座 9　地域母子保健・国際母子保健　第 6 版　医学書院　2023
≪参考図書≫
資料配付、随時紹介する。
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授業科目名 ウィメンズヘルス概論 科目責任者 礒　山　あけみ

教 員 名 礒山　あけみ　　荒井　洋子　　添田　わかな　　大野　みな子

必修／選択 必　　修 開講学期 前　　期

単 位 数 １単位 時 間 数 １５時間 コ マ 数 ８コマ

Ⅰ．授業概要
女性の生涯を通しての健康支援のために、基礎となる考え方を学ぶ。女性のライフサイクル各期に
おける女性の健康の特徴的課題と、女性の健康に影響を与える身体的・心理的・社会的要因について
学習する。プレコンセプションケアの概念、実際について学ぶ。
Ⅱ．授業目的
広い視野と豊かな感性、倫理観に基づく助産が実践できる能力を養う。
Ⅲ．到達目標
１．女性のライフサイクルの各段階における健康課題および健康問題を説明できる。
２．リプロダクティブヘルスにおける主要な健康問題とそのケアを説明できる。
３．思春期・更年期に起こりやすい健康障害について説明できる。
４．心理・社会・文化的な性であるジェンダーについて考えを述べられる。
５．ライフサイクルを通じての女性の健康支援の重要性と助産師の役割を述べられる。
Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日 曜
日
時
限 教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 4 12 水 1

礒　山　あけみ

女性のライフステージとヘルスケア
（意図しない妊娠・性感染症）

教科書該当内容の精読

2 4 12 水 2 リプロダクティブヘルスケア
（女性特有のがん）

3 4 25 火 3 大　野　みな子
プレコンセプションケア①
（概念、妊娠前の女性の身体・心理・社会的
変化）

4 4 27 木 2 礒　山　あけみ リプロダクティブヘルスケア
（HPVワクチン）

5 5 2 火 3 大　野　みな子 プレコンセプションケア②
（プレコンセプションケアの実際） 大野先生：レポート課題

6 5 18 木 4 荒　井　洋　子 リプロダクティブヘルスライツ
（不妊） 荒井先生：レポート課題

7 6 6 火 4 添　田　わかな 思春期	更年期の健康障害①
添田先生：レポート課題

8 6 13 火 4 添　田　わかな 思春期	更年期の健康障害②
Ⅴ．授業方法
講義、ディスカッション
Ⅵ．評価基準
講義への参加状況 20%、定期試験（礒山・添田）40%、課題レポート 40%から総合的に評価する。
Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
１．助産学講座 2　基礎助産学［2］母子の基礎科学　第 6 版　医学書院　2021
２．助産学講座 5　助産診断・技術学Ⅰ　第 6 版　医学書院　2021
３．家族計画指導の実際 第 2 版 増補版　医学書院　2017
４．ワクチンは怖くない　光文社　2017　[ 貸出　要返却 ]
５．感染症が教える性の話　筑摩書房 2016  [ 貸出　要返却 ]
≪参考図書≫
１．不妊に悩む女性への看護　メディカ出版　2010
２．病気がみえる Vol.9 婦人科・乳腺外科　第 4版　メディックメディア　2018
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授業科目名 性と生殖の形態・機能 科目責任者 礒　山　あけみ

教 員 名 渡辺　　博　　稲葉　未知世

必修／選択 必　　修 開講学期 前　　期

単 位 数 １単位 時 間 数 １５時間 コ マ 数 ８コマ

Ⅰ．授業概要
助産学の基礎知識として、男女の生殖器の形態・機能の特性、性の分化と発達、女性の正常な性周期、
妊娠の成立と維持、胎児の成長発達について学習する。また、母子免疫および母子感染について学ぶ。
Ⅱ．授業目的
対象を多面的にトータルに理解し、科学的な知識を活用して根拠のある助産が実践できる能力を
養う。
Ⅲ．到達目標
１．機能形態学的な視点からみた男性と女性の特徴を説明できる。
２．女性の性周期における調節機能と妊娠の成立の機序・維持機能について説明できる。
３．ヒトにおける性分化と胎児の成長発達について説明できる。
４．分娩・産褥の生理的変化について説明できる。
Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日 曜日 時限 教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 4 14 金 1
稲　葉　未知世 妊娠の生理と異常

胎児の発育・胎児附属物の機能

教科書該当内容
の精読

2 4 14 金 2

3 4 21 金 1
稲　葉　未知世 産褥の生理と異常

4 4 21 金 2

5 5 11 木 2
渡　辺　　　博 女性の性周期における調節機能

妊娠の成立の機序・維持機能6 5 18 木 2

7 5 25 木 2
渡　辺　　　博 分娩の 3 要素、分娩機序

母子感染の機序、種類と診断・管理8 6 1 木 2

Ⅴ．授業方法
講義、ディスカッション
Ⅵ．評価基準
講義への参加状況、筆記試験から総合的に評価する。
Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
１．助産学講座 2 基礎助産学［2］母子の基礎科学　第 6 版　医学書院　2021
２．助産学講座 6 助産診断・技術学Ⅱ［1］妊娠期　第 6 版　医学書院　2021
３．助産学講座 7 助産診断・技術学Ⅱ［2］分娩期・産褥期　第 6 版　医学書院　2021
４．プリンシプル産科婦人科学 2 産科編　第 3版　メジカルビュー社　2014
５．新生児学入門　第 5版　医学書院　2018
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授業科目名 周　産　期　医　学 科目責任者 成　瀨　勝　彦

教 員 名 成瀨　勝彦　　多田　和美

必修／選択 必　　修 開講学期 前　　期

単 位 数 １単位 時 間 数 １５時間 コ マ 数 ８コマ

Ⅰ．授業概要
助産学の基礎知識として、妊娠期、分娩期、産褥期における異常や合併症の病態と診断・治療、お
よび産科手術について学ぶ。また、母子に関する薬剤について学習する。
Ⅱ．授業目的
対象を多面的にトータルに理解し、科学的な知識を活用して根拠のある助産が実践できる能力を養う。
Ⅲ．到達目標
１．異常妊娠・分娩・産褥および合併症妊娠について各疾患の病態、診断、管理について説明できる。
２．産科手術の適応、要約、禁忌と術式について説明できる。
３．周産期および授乳期に使用される薬剤とその影響について説明できる。
Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日
曜
日
時
限

教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 4 17 月 3

成　瀨　勝　彦

異常妊娠 1

教科書の該当内容の
精読

2 4 17 月 4 異常妊娠 2

3 4 24 月 3 母体合併症を有する妊娠・分娩・産褥 1

4 4 24 月 4 母体合併症を有する妊娠・分娩・産褥 2

5 5 1 月 3

多　田　和　美

異常分娩

6 5 1 月 4 産科手術

7 5 8 月 3 母子に関する薬剤、
陣痛促進剤の使用法と管理

8 5 8 月 4 異常産褥

Ⅴ．授業方法
講義、ディスカッション
Ⅵ．評価基準
講義への参加状況、筆記試験から総合的に評価する。
Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
１．プリンシプル産科婦人科学　第 3 版　産科編　メジカルビュー　2014
２．助産学講座 3　基礎助産学［3］母子の健康科学　第 6 版　医学書院　2023
３．助産学講座 6　助産診断・技術学Ⅱ［1］妊娠期　第 6 版　医学書院　2021
４．助産学講座 7　助産診断・技術学Ⅱ［2］分娩期・産褥期　第 6 版　2021
≪参考図書≫
妊娠・授乳とくすり Q ＆ A．第 2 版　じほう　2013
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授業科目名 乳 幼 児 発 達 論 科目責任者 鈴　村　　　宏

教 員 名 鈴村　　宏　　小西　美樹

必修／選択 必　　修 開講学期 前　　期

単 位 数 １単位 時 間 数 １５時間 コ マ 数 ８コマ

Ⅰ．授業概要
新生児の子宮外生活への適応と、新生児および低出生体重児に起こりやすい疾患の病態と診断・治
療について学習する。また乳幼児の成長・発達の診断について学ぶ。
Ⅱ．授業目的
対象の力を引き出し、一つひとつの生命と家族の誕生・成長・発達を助け促す助産が実践できる能
力を養う。
Ⅲ．到達目標
１．新生児の子宮外生活への生理的適応過程について説明できる。
２．注意を要する新生児の症候や新生児に起こりやすい疾患の病態と診断・治療と支援について説
明できる。

３．低出生体重児、早産児に起こりやすい疾患の病態と診断・治療と支援について説明できる。
４．乳幼児期の成長・発達を説明できる。 
５．乳幼児健診の目的・意義、観察項目と保健指導項目が説明できる。
６．乳幼児によくみられる疾患と支援について説明できる。 
Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日
曜
日
時
限

教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 4 17 月 2

鈴　村　　　宏

新生児の身体的・生理的特徴と適応

教科書該当内容の精読

2 4 24 月 2

3 5 1 月 2 新生児に起こりやすい症候と疾患
新生児の外科疾患4 5 8 月 2

5 5 15 月 2
低出生体重児・早産児の特徴と疾患

6 5 22 月 2

7 5 30 火 3

小　西　美　樹
乳幼児の成長・発達と健康診査

教科書該当内容の精読
8 5 30 火 4 乳幼児によくみられる疾患と支援

（ホームケア含む）
Ⅴ．授業方法
講義、ディスカッション
Ⅵ．評価基準
講義への参加状況、筆記試験から総合的に評価する。
Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
１．助産学講座 8 助産診断・技術学Ⅱ［3］新生児期・乳幼児期　第 6版　医学書院　2021
２．新生児学入門　第 5版　医学書院　2018
３．助産学講座 3 基礎助産学［3］母子の健康科学　第 6版　医学書院　2023
４．乳幼児健診マニュアル　第 6版　医学書院　2019
≪参考図書≫
１．最新 NICU マニュアル　第 6版　診断と治療社　2017
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授業科目名 家族の心理・社会学 科目責任者 礒　山　あけみ

教 員 名 野畑　友恵　　大島　知佐子　　坂本　祐子　　寺山　　寿

必修／選択 必　　修 開講学期 前　　期

単 位 数 １単位 時 間 数 １５時間 コ マ 数 ８コマ

Ⅰ．授業概要
妊娠・出産・子育て期にある親子とその家族に対する助産ケアを提供するために必要な心理・社会
的な課題として、母子関係、父子関係、家族と社会のつながりなどを学ぶ。また、女性のライフサイ
クル各期におけるメンタルヘルスについて学習し、助産師の役割と支援について考察する。
Ⅱ．授業目的
対象の力を引き出し、一つひとつの生命と家族の誕生・成長・発達を助け促す助産が実践できる能
力を養う。
Ⅲ．到達目標
１．人間の発達課題について説明できる。
２．乳幼児の心理・認知・社会的発達について説明できる。
３．母親、父親の心理的特性と発達について説明できる。
４．親子関係の発達における諸理論を述べられる。
５．親子関係と乳幼児の心理・社会的発達への影響について説明できる。
６．家族の機能と諸問題について説明できる。
７．妊娠・出産・子育て期における心理・社会的支援について考えを述べられる。

Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日
曜
日
時
限

教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 6 2 金 1
寺　山　　　寿 親子関係と乳幼児の心理・社会的発達への影響

教科書該当内容の精読

全教員：レポート課題

2 6 2 金 2

3 6 8 木 3
坂　本　祐　子 家族の機能・発達と障害

4 6 8 木 4

5 6 9 金 1 野　畑　友　恵 人間の発達と環境、発達課題
母親と父親の心理的特徴と発達

6 6 15 木 2 大　島　知佐子 NICU における心理・社会的支援
7 6 16 金 1

野　畑　友　恵 人間の発達と環境、発達課題
母親と父親の心理的特徴と発達8 6 16 金 2

Ⅴ．授業方法
講義、個人ワーク、ディスカッション
Ⅵ．評価基準
講義への参加状況、課題レポート等から総合的に評価する。
Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
１．助産学講座 4 基礎助産学［4］母子の心理・社会学　第 6 版　医学書院　2023
≪参考図書≫
１．授業中に随時提示する
２．赤ちゃんの死を前にして　中央法規出版　2004
３．家族看護学　改訂第 3版　南江堂　2022
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授業科目名 生 殖 と 生 命 倫 理 科目責任者 水　畑　喜代子

教 員 名 水畑　喜代子　　成瀬　勝彦　　上杉　奈々　　河原井　麗正

必修／選択 必　　修 開講学期 前　　期

単 位 数 １単位 時 間 数 １５時間 コ マ 数 ８コマ

Ⅰ．授業概要
生命倫理、遺伝と生殖医療について基礎的な知識を学習する。
周産期医療における倫理的な諸問題について学習する。助産に関連する生命倫理の特性を理解し、
倫理的感受性と態度を養う。遺伝看護、不妊看護における助産師の役割を考察する
Ⅱ．授業目的
広い視野と豊かな感性、倫理観に基づく助産が実践できる能力を養う。
Ⅲ．到達目標
１．生命倫理学の成立の背景および基本的概念を説明できる。
２．周産期医療と倫理的問題の特徴を説明できる。
３．遺伝および遺伝性疾患、出生前診断について理解を深める。
４．不妊および生殖補助医療について学び、理解を深める。
５．助産師として倫理的問題をもつクライアントへの支援を考え述べられる。
Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日 曜
日
時
限 教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 5 12 金 1
水　畑　喜代子 倫理とは・生命倫理とは

助産師と生命倫理

教科書該当内容の精読

上杉先生：レポート課題

2 5 12 金 2

3 5 26 金 3
成　瀬　勝　彦

遺伝

4 5 26 金 4 出生前診断の基礎知識

5 6 9 金 3
上　杉　奈　々 出生前診断、重症新生児をめぐる倫理的問題

生殖補助医療をめぐる倫理的問題6 6 9 金 4

7 6 19 月 4
河原井　麗　正 不妊の診断と治療

生殖補助医療の実際8 6 26 月 4

Ⅴ．授業方法
講義、個人ワーク、ディスカッション
Ⅵ．評価基準
講義への参加状況、筆記試験、課題レポートから総合的に評価する。
Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
１．助産学講座 2 基礎助産学［2］母子の基礎科学　第 6版　医学書院　2021
≪参考図書≫
１．出生前診断の現場から専門医が考える「命の選択」　集英社新書　2020
２．周産期遺伝カウンセリングマニュアル　改訂 3版　中外医学社　2020
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授業科目名 助産診断・技術学Ⅰ
（妊娠期） 科目責任者 水　畑　喜代子

教 員 名 水畑　喜代子　　礒山　あけみ　　荒井　洋子　　磯　　律子　　齊藤　克枝

必修／選択 必　　修 開講学期 前　　期

単 位 数 ２単位 時 間 数 ３０時間 コ マ 数 １５コマ

Ⅰ．授業概要
妊娠期における身体的・心理的・社会的変化の理解の上に、母子の健康状態の診断を行い、母親が
異常を予防し心身の変化に適応して快適に過ごせるように、妊娠経過に応じたケアを行うための、基
本的な助産診断・援助技術、助産過程の展開について学習する。
Ⅱ．授業目的
対象を多面的にトータルに理解し、科学的な知識を活用して根拠のある助産が実践できる能力を養う。
Ⅲ．到達目標
１．妊娠期の助産診断の目的と視点について説明できる。
２．妊娠期の助産診断ができる。
３．妊婦および家族に対して診断に基づいた支援・指導案を立案できる。
４．妊娠期の正常からの逸脱、ハイリスク状態の判断ができ、必要な支援を説明できる。
Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日 曜
日
時
限 教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 4 11 火 2 水　畑　喜代子 オリエンテーション、助産診断 教科書該当内容の予習

齊藤先生：レポート課題

2 4 13 木 2 齊　藤　克　枝 周産期にある女性の栄養学①
3 4 13 木 4 水　畑　喜代子 助産過程におけるアセスメント
4 4 18 火 2 荒　井　洋　子 妊娠による変化とマイナートラブル
5 4 20 木 2 齊　藤　克　枝 周産期にある女性の栄養学②
6 4 20 木 4

水　畑　喜代子 ハイリスク妊婦の管理とケア
7 4 25 火 2

8 4 27 木 3
水　畑　喜代子 保健指導指導案の発表

①妊娠初期 事前：提示課題（保健
指導案・リーフ
レット）の作成

講義：発表、ディスカッ
ション

事後：保健指導の整理

9 4 27 木 4

10 5 11 木 3
荒　井　洋　子 保健指導指導案の発表

②妊娠中期11 5 11 木 4

12 5 16 火 1
磯　　　律　子 保健指導指導案の作成

③妊娠後期13 5 16 火 2

14 5 23 火 1 礒　山　あけみ
水　畑　喜代子
荒　井　洋　子
磯　　　律　子

事例に対する妊娠期の助産過程
事前：事例における

妊娠期の助産過程
事後：修正15 5 23 火 2

Ⅴ．授業方法
講義、演習（指導案の作成、妊娠期の助産計画立案、ディスカッション）
Ⅵ．評価基準
講義・演習（提出物、ディスカッション）への参加状況（20％）、および筆記試験（60％）から
評価する。
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Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
１．プリンシプル産科婦人科学 2 産科編　第 3版　メジカルビュー社　2014
２．助産学講座 3 基礎助産学［3］母子の健康科学　第 6 版　医学書院　2023
３．助産学講座 6 助産診断・技術学Ⅱ［1］妊娠期　第 6 版　医学書院　2021
４．授乳・離乳の支援ガイド（2019 年改定版） 実践の手引き　母子衛生研究会　2021
≪参考図書≫
１．今日の助産　改訂第 4版　南江堂　2019
２．産婦人科診療ガイドライン産科編 2020　日本産科婦人科学科学会
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授業科目名 助産診断・技術学Ⅱ
（分娩期） 科目責任者 荒　井　洋　子

教 員 名 荒井　洋子　　礒山　あけみ　　水畑　喜代子　　磯　　律子

必修／選択 必　　修 開講学期 前　　期

単 位 数 ２単位 時 間 数 ３０時間 コ マ 数 １５コマ

Ⅰ．授業概要
正常な分娩プロセスを理解し、分娩期における母子の健康状態の診断を行い、正常経過を促進する
助産ケアの基本的な助産診断・援助技術、助産過程の展開について学習する。また、産婦と家族の主
体的な取り組みを尊重し親子の絆を深める出産の支援の在り方の追求と、分娩の異常を早期に発見し、
緊急時に適切に対応できるための基本的知識を学ぶ。
Ⅱ．授業目的
対象を多面的にトータルに理解し、科学的な知識を活用して根拠のある助産が実践できる能力を養う。
Ⅲ．到達目標
１．分娩期の助産診断の目的と視点について説明できる。
２．分娩および分娩経過が母児に及ぼす影響を説明できる。
３．分娩期の助産診断ができる。
４．助産診断に基づいて助産ケアを計画・立案し、助産過程を展開できる。
５．分娩期の助産ケアに必要な基本的技術を説明できる。
６．分娩経過中の異常や緊急時の対応について説明できる。

Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日 曜
日

時
限 教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 4 14 金 3
荒　井　洋　子 分娩期の助産診断

（4要素と経過診断）

事前：教科書該当内容
の予習

事後：配付資料の復習

2 4 14 金 4

3 4 19 月 1
荒　井　洋　子 分娩期の助産過程

4 4 19 月 2
5 5 12 金 3

磯　　　律　子 産痛のメカニズムと産痛緩和法
産痛緩和法　演習6 5 12 金 4

7 5 17 木 1
磯　　　律　子 分娩に応じた産婦への援助

8 5 17 木 2
9 5 19 月 3 水　畑　喜代子

ハイリスク産婦の管理とケア
10 5 26 金 1

水　畑　喜代子
11 5 26 金 2

産科麻酔分娩とケア
12 6 2 金 3 水　畑　喜代子
13 6 5 月 2 礒　山　あけみ

水　畑　喜代子
荒　井　洋　子
磯　　　律　子

事例に対する分娩期の助産過程
事前：事例における

分娩期の助産過程
事後：助産過程の修正

14 6 5 月 3

15 6 5 月 4

Ⅴ．授業方法
講義、演習（産痛緩和、分娩期の助産計画立案、ディスカッション）
Ⅵ．評価基準
講義・演習（提出物、ディスカッション）への参加状況（20％）、および筆記試験（80％）から評価する。
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Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
１．プリンシプル産科婦人科学 2 産科編　第 3版　メジカルビュー社　2014
２．助産学講座 7 助産診断・技術学Ⅱ［2］分娩期・産褥期　第 6 版　医学書院　2021
３．科学的根拠に基づく快適で安全な妊娠出産のためのガイドライン 2013 年版　金原出版　2013
≪参考図書≫
１．硬膜外無痛分娩　安全に行うために　改訂第 4版　南山堂　2022
２．今日の助産 改訂第 4版　南江堂　2019
３．分娩期の診断とケア（助産師基礎教育テキスト 2020 年版　第 5巻） 日本看護協会出版会　2020
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授業科目名 助産診断・技術学Ⅲ 
（産褥期） 科目責任者 礒　山　あけみ

教 員 名 礒山　あけみ　　水畑　喜代子　　荒井　洋子　　磯　　律子　　高山　　剛

必修／選択 必　　修 開講学期 前　　期

単 位 数 ２単位 時 間 数 ３０時間 コ マ 数 １５コマ

Ⅰ．授業概要
産褥期における母体の生理的・心理的変化を理解し、母親の健康状態の診断を行い、回復過程を
促進するケアを行うための助産診断および援助技術、助産過程の展開について学習する。また母乳
哺育の確立と育児支援のための診断・援助技術を学習する。
周産期のメンタルヘルス、産後２週間健康診査、産後１か月健康診査、および育児期まで、退院
後の生活を視野に入れた保健指導等、日常生活支援の援助技術を学ぶ。
Ⅱ．授業目的
対象を多面的にトータルに理解し、科学的な知識を活用して根拠のある助産が実践できる能力を養う。
Ⅲ．到達目標

１．産褥期の助産診断の目的と視点について説明できる。
２．産褥期の助産診断ができる。
３．褥婦のセルフケア能力に応じた支援を説明できる。
４．退院後の生活を踏まえた具体的支援・指導を説明できる。
５．産褥期のハイリスク状態の判断ができ、必要な支援を説明できる。

Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日 曜
日
時
限 教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 5 2 火 2

礒　山　あけみ

産褥期の助産診断・事前テスト

教科書の該当箇所の
予習、配付資料を復習

2 5 9 火 2 産褥期に求められるケア①
周産期家族支援（父親・きょうだい・祖父母）

3 5 16 火 4 産褥期に求められるケア②
バースレビュー

4 5 30 火 2 母乳育児に関する基礎知識
5 6 6 火 1 異常褥婦の管理とケア

6 6 6 火 2

水　畑　喜代子
礒　山　あけみ
荒　井　洋　子
磯　　　律　子

事例に対する産褥期の助産過程

事前：事例における　
産褥期の助産　
過程展開

事後：助産過程の修正
7 6 13 火 1

高　山　　　剛 周産期のメンタルヘルス 高山先生：
レポート課題8 6 13 火 2

9 6 19 月 1
水　畑　喜代子
礒　山　あけみ
荒　井　洋　子
磯　　　律　子

事例に対する産褥期の助産過程

事前：事例における　
産褥期の助産　
過程展開

事後：助産過程の修正

10 6 19 月 2

11 6 19 月 3
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12 6 21 水 1
水　畑　喜代子 褥婦の退院指導、指導案

家族計画
事前：課題の発表 
事後：ディスカッション

後の修正

13 6 21 水 2

14 6 23 金 1
荒　井　洋　子
磯　　　律　子

2 週間健診（健康診査・保健指導・日常生活
支援）
1か月健診（健康診査・保健指導・日常生活
支援）15 6 23 金 2

Ⅴ．授業方法
講義、演習（指導案の作成、産褥母子の助産計画立案、ディスカッション）
Ⅵ．評価基準
講義・演習（提出物、ディスカッション）への参加状況および筆記試験から評価する。
Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
１．助産学講座 7　助産診断・技術学Ⅱ［2］分娩期・産褥期　第 6 版　医学書院　2021
２．プリンシプル産科婦人科学 2 産科編　第 3版　メジカルビュー社　2014
３．家族計画指導の実際　第 2 版 増補版　医学書院　2017
４．母乳育児支援スタンダード　第 2版　医学書院　2015
５．妊産婦メンタルヘルスケアマニュアル　中外医学社　2021
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授業科目名 助産診断・技術学Ⅳ
（新生児期・乳幼児期） 科目責任者 荒　井　洋　子

教 員 名 荒井　洋子　　礒山　あけみ　　水畑　喜代子　　磯　　律子　　小西　美樹

必修／選択 必　　修 開講学期 前　　期

単 位 数 ２単位 時 間 数 ３０時間 コ マ 数 １５コマ

Ⅰ．授業概要
新生児の子宮外生活への適応過程を理解し、健康状態を診断し、成長発達を促進する援助技術、
正常からの逸脱と治療を要する新生児のアセスメントと援助技術、および助産過程の展開について
学習する。
生後１か月、それ以降の健康診査と育児指導、および幼児期までの発育発達と保健指導、ハイリ
スク児の療育支援等、退院後の日常生活支援の援助技術を学ぶ。
Ⅱ．授業目的
対象を多面的にトータルに理解し、科学的な知識を活用して根拠のある助産が実践できる能力を養う。
Ⅲ．到達目標
１．新生児期の助産診断の目的と視点について説明できる。
２．退院後の家族のセルフケア能力に応じた指導や支援を説明できる。
３．助産診断に基づき、退院後の生活を踏まえた具体的な育児支援・指導を説明できる。
４．新生児・乳幼児の発達過程を説明できる。
５．新生児・乳幼児期の異常やハイリスク状態の判断ができ、必要な支援を説明できる。
Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日 曜
日
時
限 教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 4 25 火 4
荒　井　洋　子 新生児期の助産診断

新生児の胎外適応と出生直後のケア

教科書の該当箇所の
予習、配付資料復習

2 5 2 火 4

3 5 10 水 1
荒　井　洋　子 新生児の健康診査とケア

4 5 10 水 2

5 5 29 月 1
磯　　　律　子 育児技術

事故防止グッズの市場調査（発表）6 5 29 月 2

7 6 8 木 1
磯　　　律　子 生後 1か月までの適応と育児指導

2週間健診と保健指導

事前課題の発表 

事後：ディスカッション後
の修正

8 6 8 木 2

9 6 14 水 1
水　畑　喜代子

生後 1か月乳児健診と保健指導
4か月までのオンライン訪問、
乳児健康診査と育児相談10 6 14 水 2

11 6 20 火 1 荒　井　洋　子 乳幼児の栄養の基本と育児指導
12 6 20 火 2 礒　山　あけみ 乳幼児期の成長発達と保健指導

乳児のスキンケア（保湿剤・日焼け止め、
虫よけ、石鹸類）、育児グッツ、離乳食の
市場調査

13 6 22 木 1
礒　山　あけみ

14 6 22 木 2

15 6 26 月 3 小　西　美　樹 ハイリスク児とチーム医療、
ハイリスク児の退院後療育支援 小西先生：レポート課題

Ⅴ．授業方法
講義、演習（指導案の作成、事例のグループワーク、ディスカッション）
Ⅵ．評価基準
講義・演習（提出物、ディスカッションの内容含む）への参加状況、および筆記試験から評価する。
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Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
１．助産学講座 8 助産診断・技術学Ⅱ［3］新生児期・乳幼児期　第 6版　医学書院　2021
２．新生児学入門　第 5版　医学書院　2018
３．プリンシプル産科婦人科学 2 産科編　第 3版　メジカルビュー社　2014
４．母乳育児支援スタンダード　第 2版　医学書院　2015
５．授乳・離乳の支援ガイド（2019 年改定版） 実践の手引き　母子衛生研究会　2021
６．こどもの心と体の成長・発達によい食事Ⅰ 妊娠期・乳児期　金芳堂　2016
７．乳幼児健診マニュアル　第 6版　医学書院　2019
≪参考図書≫
１．新版 お母さんがもっと元気になる乳児健診　メディカ出版　2021
２．産褥期のケア /新生児期・乳幼児期助ケア（助産師基礎教育テキスト 2022 年版　第 6巻）
　　日本看護協会出版会  2022
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授業科目名 助産診断・技術学Ⅴ
（ハイリスク） 科目責任者 水　畑　喜代子

教 員 名 水畑　喜代子　　荒井　洋子　　稲葉　未知世　　多田　和美

必修／選択 必　　修 開講学期 前　　期

単 位 数 １単位 時 間 数 １５時間 コ マ 数 ８コマ

Ⅰ．授業概要
ハイリスクおよび異常妊婦、産婦、褥婦のアセスメントに必要な医学的知識と看護、および助産過
程の展開について学ぶ。また、産科における救急時の対応について学ぶ。
Ⅱ．授業目的
保健・医療・福祉におけるチームの一員としての自覚をもち、多職種者と協働しながら、助産師の
役割を実践する能力を養う。
Ⅲ．到達目標
１．主なハイリスク妊娠・分娩・産褥の病態と診断および治療・管理について説明できる。
２．ハイリスク妊娠・分娩・産褥・新生児期の助産診断・ケアの実践に必要な知識を統合すること
ができる。

３．産科における手術の介補および助産ケアについて説明できる。
４．産科における救急時の対応、および母体搬送時の対応について説明できる。
Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日
曜
日
時
限

教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 4 28 金 1

稲　葉　未知世
合併妊娠①

教科書の該当内容を
予習しておく。

配付資料の復習をする。

2 4 28 金 2 合併妊娠②　母子感染の機序、種類と診断・
管理

3 5 22 月 3
多　田　和　美

合併妊娠③

4 5 22 月 4 合併妊娠④

5 6 1 木 3
水　畑　喜代子

合併妊娠の管理とケア

6 6 1 木 4 産科手術の管理とケア

7 6 7 水 3
荒　井　洋　子

産科救急における助産ケア・分娩後大出血・
肩甲難産
母体急変時の初期対応8 6 7 水 4

Ⅴ．授業方法
講義、ディスカッション
Ⅵ．評価基準
講義・演習への参加状況 10%、定期試験 90% とし、総合的に評価する。
Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
１．プリンシプル産科婦人科学 2 産科編　第 3版　メジカルビュー社　2014
２．助産学講座 6 助産診断・技術学Ⅱ［1］妊娠期　第 6版　医学書院　2021
３．助産学講座 7 助産診断・技術学Ⅱ［2］分娩期・産褥期　第 6版　医学書院　2021
４．助産学講座 8 助産診断・技術学Ⅱ［3］新生児期・乳幼児期　第 6版　医学書院　2021
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授業科目名 助産診断・技術学演習 科目責任者 荒　井　洋　子

教 員 名 荒井　洋子　　礒山　あけみ　　水畑　喜代子　　磯　　律子
　小西　美樹　　成瀬　勝彦　　　多田　和美　　　小嶋　由美　

必修／選択 必　　修 開講学期 通　　年

単 位 数 ２単位 時 間 数 ６０時間 コ マ 数 ３０コマ

Ⅰ．授業概要
妊娠・分娩・産褥・新生児期の助産診断・援助の実践に必要な基本的な技術を習得する。
（妊婦・産婦・褥婦のフィジカルアセスメント、新生児のフィジカルアセスメント、女性のフィジカ
ルアセスメント、超音波診断、分娩介助術、裂傷縫合術、超音波診断、胎児モニタリング、呼吸法、リラッ
クス法、妊婦体操、産褥体操、産科救急、母体急変時の対応など）
新生児蘇生講習会プログラムAコースを受講する。
Ⅱ．授業目的
１．対象の力を引き出し、一つひとつの生命と家族の誕生・成長・発達を助け促す助産が実践でき
る能力を養う。

２．対象を多面的にトータルに理解し、科学的な知識を活用して根拠のある助産が実践できる能力
を養う。

Ⅲ．到達目標
１．分娩介助の意義および原理を説明できる。
２．正常分娩を介助するための基本的技術を習得できる。
３．新生児蘇生講習会（Ａ コース）を修了することができる。
４．妊産褥婦、新生児ケア、母乳育児支援に必要な技術を習得できる。
５．会陰切開縫合術および超音波画像診断技術の基本を学ぶ。
Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日 曜
日
時
限 教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 6 12 月 2

水　畑　喜代子 胎児心拍数陣痛図の判読
事前：教科書予習
事後：配付資料復習

2 6 12 月 3

3 6 12 月 4

4 6 27 火 3
荒　井　洋　子 診断技術の実際

（内診法）5 6 27 火 4

6 6 28 水 1
小　嶋　由　美 母乳育児支援 教科書予習

配付資料を復習7 6 28 水 2

8 6 30 金 3
多　田　和　美 超音波画像診断技術トレーニング 教科書 5精読

9 6 30 金 4

10 7 3 月 2 荒　井　洋　子 分娩介助の原理

事前：教科書 2 予習、
フリースタイル
DVD視聴

事後：配付資料復習

11 7 3 月 3 荒　井　洋　子
磯　　　律　子
水　畑　喜代子

分娩介助技術の説明
およびデモンストレーション

事前：資料
事後：チェックリストを

もとに振り返り12 7 3 月 4
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13 7 4 火 2
荒　井　洋　子
磯　　　律　子
水　畑　喜代子

分娩介助演習
事前：資料精読
事後：チェックリストを

もとに振り返り
14 7 4 火 3

15 7 4 火 4

16 7 5 水 2 水　畑　喜代子 助産の基礎技術 事前：妊婦健康診査、
褥婦健康診査、
早期母子接触と
出生直後の新生
児の健康診査・
ケア技術

事後：チェックリスト
で評価

17 7 5 水 3
磯　　　律　子
水　畑　喜代子
荒　井　洋　子

出生児の健康診査とケア
18 7 5 水 4

19 7 6 木 3 水　畑　喜代子
小　西　美　樹
荒　井　洋　子
磯　　　律　子

新生児蘇生講習会
（Ａ コース） 教科書 6 精読20 7 6 木 4

21 7 6 木 5

22 7 7 金 2 磯　　　律　子 新生児の基礎技術（沐浴） 事前：沐浴技術

23 7 7 金 3
成　瀨　勝　彦 会陰切開縫合トレーニング 事前：教科書 7 予習

24 7 7 金 4

25 8 30 水 1
礒　山　あけみ
水　畑　喜代子
荒　井　洋　子
磯　　　律　子

提示事例
分娩介助・早期母子接触・出生直後の新生児
のケア（チェックテスト）

事前：指定書籍の精読
DVD鑑賞、
手順書の精読

事後：振り返りシート

26 8 30 水 2

27 8 30 水 3

28 8 30 水 4

29 8 31 木 3 水　畑　喜代子
荒　井　洋　子
磯　　　律　子
礒　山　あけみ

提示事例
妊婦健康診査・沐浴・新生児
フィジカルアセスメント・授乳支援
（チェックテスト）

事前：指定書籍の精読
DVD鑑賞、
手順書の精読

事後：振り返りシート30 8 31 木 4

Ⅴ．授業方法
講義、演習
Ⅵ．評価基準
演習への参加状況（60％）、実技試験（40％）から総合的に評価する。
Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
１．助産学講座 6　助産診断・技術学Ⅱ［1］妊娠期　第 6 版　医学書院　2021
２．助産学講座 7　助産診断・技術学Ⅱ［2］分娩期・産褥期　第 6 版　医学書院　2021
３．助産学講座 8　助産診断・技術学Ⅱ［3］新生児期・乳幼児期　第 6 版　医学書院　2021
４．プリンシプル産科婦人科学 2 産科編　第 3版　メジカルビュー社　2014
５．助産師と研修医のための産科超音波検査　改訂第 3版　診断と治療社　2021
６．�日本版救急蘇生ガイドライン 2020 に基づく新生児救急蘇生テキスト　第 4版　メジカルビュー
社　2021

７．正常分娩の助産術 －トラブルへの対応と会陰縫合術　医学書院　2010
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授業科目名 健 康 教 育 方 法 論 科目責任者 水　畑　喜代子

教 員 名 水畑　喜代子　　礒山　あけみ　　荒井　洋子　　磯　　律子

必修／選択 必　　修 開講学期 前　　期

単 位 数 １単位 時 間 数 ３０時間 コ マ 数 １５コマ

Ⅰ．授業概要
助産ケアにおけるヘルスプロモーション活動、相談・教育の技術と実際について学習し、対象のニー
ズに基づく教育プログラムの計画、立案、実施、評価の方法を学ぶ。
出産前の男女に対する教育や思春期教育、出産前に必要な個別教育を企画・実施し、性と生殖に関
連する健康教育における助産師の役割を考察する。
Ⅱ．授業目的
対象者を多面的にトータルに理解し、科学的な知識を活用して根拠のある助産が実践できる能力を
養う。
Ⅲ．到達目標
１．助産ケアにおける健康教育（個別・集団）の理論・方法・役割を説明できる。
２．助産の対象に必要な健康課題を理解し、健康教育の企画・立案と教材の開発ができる。
３．プレコンセプション教育の健康教育企画・立案と教材の開発ができる。
４．プレコンセプション教育の実施・評価ができる。
５．メンバー同士で協力し、グループワークを発展的に進めることができる。
Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日 曜
日
時
限 教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 4 12 水 3 水　畑　喜代子
オリエンテーション、相談・
教育・支援の基本、成人教育
健康教育の定義・指導案、評価の視点

教科書該当内容の精読

2 4 19 水 3

礒　山　あけみ
コミュニケーション演習

事前：自分のコミュニ
ケーションの傾
向を振り返る

事後：演習後の学びと
課題

3 4 19 水 4 プレコンセプションケアの概念 事前：配付資料精読
事後：ニーズ分析

4 4 21 金 3 水畑　喜代子（A組）
荒井　洋子　（B組）
磯　　律子　（〃）

プレコンセプション教育の企画・立案①
（ニーズ分析グループで検討）

事前：ニーズ分析
事後：次の課題の明確化

5 4 21 金 4

6 4 26 水 3 水畑　喜代子（A組）
荒井　洋子　（B組）
磯　　律子　（〃）

プレコンセプション教育の企画・立案②
（目的・目標、展開、指導案作成）

事前：目的・目標検討
事後：次の課題の明確化7 5 9 火 3

8 5 9 火 4 水畑　喜代子（A組）
荒井　洋子　（B組）
磯　　律子　（〃）

プレコンセプション教育の企画・立案③
（目的・目標、展開、指導案作成、媒体作成）

展開・指導案作成、
媒体作成9 5 19 金 1

10 5 19 金 2

11 6 13 火 3
水畑　喜代子（A組）
荒井　洋子　（B組）
磯　　律子　（〃）

プレコンセプション教育の企画・立案④
（目的・目標、展開、指導案作成、媒体作成）
最終提出

展開・指導案作成、
媒体作成

12 6 15 木 3 水畑　喜代子（A組）
荒井　洋子　（B組）
磯　　律子　（〃）

プレコンセプション教育の企画・立案⑤
（目的・目標、展開、指導案作成、媒体作成）
最終提出

展開・指導案作成、
媒体作成13 6 15 木 4
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14 7 31 月 1-2 水　畑　喜代子
荒　井　洋　子
磯　　　律　子
礒　山　あけみ

プレコンセプション教育リハーサル、実施、
振り返り

プレコンセプション　
クラスを実際に運営す
る。
事後：全員で振り返り、

評価
15 7 31 月 3-4

Ⅴ．授業方法
講義、演習、個人ワーク、グループワーク
履修上の注意
１．グループワークの際は、メンバーで相互に話し合い、意見交換をしながら進める。
２．担当教員に進捗を報告し、次の課題を明確にして進める。
３．プレコンセプション教育の実施後振り返りを行い、各グループの評価をする。
Ⅵ．評価基準
講義への参加状況 20%、課題レポート 20%、企画・立案・実施・評価内容 60% とし、総合的に評価する。
Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
１．助産学講座 5 助産診断・技術学Ⅰ　第 6 版　医学書院　2021
２．家族計画指導の実際　第 2版 増補版　医学書院　2017
≪参考図書≫
１．産む力の咲かせ方　メディカ出版　2004
２．参加型マタニティクラスBOOK　医学書院　2007
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授業科目名 地 域 母 子 保 健 科目責任者 礒　山　あけみ

教 員 名 礒山　あけみ　　水畑　喜代子　　荒井　洋子　　磯　　律子
小嶋　由美　　　吉野　八重　　　　　　　　　　　　　　　

必修／選択 必　　修 開講学期 前　　期

単 位 数 ２単位 時 間 数 ３０時間 コ マ 数 １５コマ

Ⅰ．授業概要
我が国の母子保健行政と施策、現代社会が抱える母子保健の現状と課題について学習し、地域母子
保健活動の意義と助産師の役割について考察する。地域母子保健活動の展開の実際について学ぶ。ま
た地域の子育て支援活動や母親たちのグループ活動などの実際について理解する。
特に、特定妊婦、児童虐待、DV等、妊娠中から産後のリスクスクリーニングと対応、地域連携と継
続支援について学ぶ。
Ⅱ . 授業目的
保健・医療・福祉におけるチームの一員としての自覚をもち、多職種者と協働しながら、助産師の
役割を実践する能力を養う。
Ⅲ．到達目標
１．我が国の母子保健統計の動向と現状について説明できる。
２．我が国の母子保健の課題と母子保健サービスについて説明できる。
３．地域における母子支援、虐待防止、および療育支援について説明できる。
４．地域母子保健の推進に向けての多職種との協働、助産師の役割について記述できる。
５．子育て包括支援センターの機能および多職種との協働の実際を知る。
６．乳児（３・４か月）の健康診査の実際を知る。
Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日 曜
日
時
限 教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 4 11 火 3 礒　山　あけみ 地域母子保健の概念と意義

2 4 13 木 3 礒　山　あけみ 母子保健の現状と動向

事前：母子保健の主な
る統計通読

事後：母子保健統計の
整理

3 4 18 火 3

礒　山　あけみ

母子保健制度・施策
事前：居住地の市町村

の出生数・行わ
れている
母子保健事業・
子育て包括支援
センターの概要

4 4 18 火 4 子育て世代包括支援、健やか親子
21（第 2次）と成育基本法

5 4 20 木 3 礒　山　あけみ 支援ニーズが高い母子と家族の健康課題①
児童虐待、DV社会的養護

事前：内閣府HPで日本の
DV支援の取り組み
をレポート

事後：学びをまとめる。
6 5 10 水 3

小　嶋　由　美 地域における育児支援 ･ 療育支援 事後： 配付資料の復習
レポート7 5 10 水 4

8 5 15 月 4 吉　野　八　重 支援ニーズが高い母子と家族の健康課題②
在日外国人妊産婦・家族の健康

事前：資料の精読
事後：現状の課題と　

学びをレポート

9 5 16 火 3 礒　山　あけみ 支援ニーズが高い母子と家族の健康課題③
特定妊婦に対する地域連携と継続支援

事前：特定妊婦の定義、
支援を調べる。

事後：現状の課題と　
学びをレポート
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10 5 23 火 3

磯　　　律　子
母子訪問指導の基本と展開方法
家庭訪問におけるアセスメントと保健指導、
地域母子保健活動の実際

事前：家庭訪問の実際、
DVD視聴、
事例の家庭訪問
の計画立案

事後：計画の加筆修正
レポート

11 5 23 火 4

12 8 1 火

9時
～
17時

水　畑　喜代子
荒　井　洋　子
磯　　　律　子
礒　山　あけみ

１．子育て包括支援センターの活動の
　　実際を見学
２．3・4か月健診への参画
・壬生町健康増進課
8月 2日（火）
・栃木市健康増進課　栃木会場
8月 4日（木）、23 日（火）

のいずれか 1日

事前：実習する保健セ
ンター管轄の市
町村の出生数、
行われている母
子保健事業、子
育て包括支援セ
ンターの概要、
特定妊婦につい
て、生後 1 か月
か ら 3・4 か 月
の成長発達とア
セスメント方
法、乳児健康診
査の意義とこの
時期の母親と家
族への支援内容
を調べる

事後：学内まとめ
8月 24 日（木）
9：00 ～ 12：00
3 施設間での学
びを共有する
（90 分）。

レポート：
地域における助産師の
役割について
（800 字程度）

13 8 3 木

14 8 22 火

15 8 24 木 1・2

Ⅴ．授業方法
講義・演習・フィールドワーク
Ⅵ．評価基準
筆記試験 50％、課題レポート 50％で評価する。
Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
１．助産学講座 9　地域母子保健・国際母子保健　第 6 版　医学書院　2023
２．母子保健の主なる統計（令和 5年度刊行）　母子衛生研究会　2023 年 4 月刊行
３．乳幼児健診マニュアル　第 6版　医学書院　2019
≪参考図書≫
１．�DVD 母と子へのやさしいサポート～母子訪問の基本～ 2010 年改訂版　日本助産師会出版　
2011

２．国民衛生の動向 2022/2023　厚生労働統計協会　2022
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授業科目名 助　産　管　理　学 科目責任者 礒　山　あけみ

教 員 名 礒山　あけみ　　上杉　奈々　　堀越　幸子　　舟橋　好恵
大野　みな子　　小嶋　由美　　　　　　　　　　　　　　

必修／選択 必　　修 開講学期 前　　期

単 位 数 ２単位 時 間 数 ３０時間 コ マ 数 １５コマ

Ⅰ．授業概要
助産管理に関連する法規と助産師の義務、病院施設における助産業務管理と院内助産、助産所に
おける助産業務管理について学習する。また、周産期における医療事故とリスクマネジメントにつ
いて学ぶ。
Ⅱ．授業目的
１．保健・医療・福祉におけるチームの一員としての自覚をもち、多職種者と協働しながら、助産
師の役割を実践する能力を養う。

２．質の高い助産実践能力を持ち、助産学の発展に貢献する能力を養う。
Ⅲ．到達目標
１．助産管理の基本概念を説明できる。
２．助産師に関わる法律について説明できる。
３．助産所の開業に関連する法律・基本的要件・助産師の責務について説明できる。
４．助産実践の場（病院・助産所）における助産管理について説明できる。
５．助産管理と周産期医療事故、リスクマネジメントを関連づけて説明できる。
Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日 曜
日
時
限 教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 4 17 月 1 礒　山　あけみ 助産業務・助産管理の概念 事後：助産管理の概念
整理

2 4 24 月 1 礒　山　あけみ 助産業務に関わる法と責任
母子に対する社会保障制度①

事前：助産師の業務に
かかわる法と責任
を調べ、資料作成

事後：事前に追加修正

3 4 26 水 2 大　野　みな子 産科医療補償制度

4 5 1 月 1 礒　山　あけみ 助産業務に関わる法と責任
母子に対する社会保障制度②

事前：助産師の業務に
かかわる法と責任
を調べ、資料作成

事後：事前に追加修正

5 5 8 月 1 礒　山　あけみ

助産業務ガイドライン 2019

事前：助産業務ガイド
ライン精読

事後：助産業務の法的
特徴をまとめる。6 5 15 月 1 礒　山　あけみ

7 5 18 木 3 堀　越　幸　子 病院における助産管理①
日本における周産期医療体制

事前：教科書の当該内
容精読

事後：配付資料の復習

8 5 24 水 2 舟　橋　好　恵 病院における助産管理②
助産外来、院内助産の実際

事前：教科書当該内容
精読

事後：配付資料の復習

9 5 25 木 3 堀　越　幸　子 病院における助産管理③
日本における周産期医療体制

事前：教科書当該内容
精読

事後：配付資料の復習
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10 5 31 水 2 舟　橋　好　恵 病院における助産管理④
助産外来、院内助産の実際

事前：教科書当該内容
精読

事後：配付資料の復習

11 6 7 水 1
小　嶋　由　美 助産所における業務管理

事前：教科書当該内容
精読

事後：配付資料の復習12 6 7 水 2

13 6 23 金 3

上　杉　奈　々

周産期における医療安全①
周産期の医療事故とリスクマネジメント
周産期における医療安全②
判例（事例）にみる助産師の法的責任

事前：教科書当該内容
精読

事後：配付資料の復習14 6 23 金 4

15 6 26 月 1 礒　山　あけみ 助産領域の災害対策

事前：事前配付資料の
精読

事後：災害対策の特徴
整理

Ⅴ．授業方法
講義、演習
Ⅵ．評価基準
講義への参加状況（40％）、筆記試験（60％）から総合的に評価する。
Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
１．助産学講座 10 助産管理　第 6 版　医学書院　2022
２．助産学講座 1 基礎助産学［1］助産学概論　第 6 版　医学書院　2022
３．助産業務ガイドライン 2019　日本助産師会出版会
４．科学的根拠に基づく快適で安全な妊娠出産のためのガイドライン 2013 年版　金原出版　2013
≪参考図書≫
１．看護六法 新日本法規
２．新版 助産師業務要覧　基礎編　第 3版　日本看護協会出版会　2023 年版
３．新版 助産師業務要覧　実践編　第 3版　日本看護協会出版会　2023 年版
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授業科目名 助 産 学 実 習 Ⅰ
（ 継 続 事 例 実 習 ） 科目責任者 礒　山　あけみ

教 員 名 礒山　あけみ　　水畑　喜代子　　荒井　洋子　　磯　　律子

必修／選択 必　　修 開講学期 後　　期

単 位 数 １単位 時 間 数 週 数 １１週

Ⅰ．授業概要
基礎助産学領域、助産学実践領域の科目で学習した知識・技術を統合し、助産過程を展開して助産
診断・技術の実践を行う。
妊娠、分娩、産褥、新生児期の母子を継続して受け持ち、助産過程にそって経過の診断と必要なケア、
相談・指導などを行い、助産実践に必要な基本的な技術、対象のニーズに対するケアを学ぶ。
Ⅱ．授業目的
１．対象の力を引き出し、一つひとつの生命と家族の誕生・成長・発達を助け促す助産が実践　　
できる能力を有する。

２．対象を多面的にトータルに理解し、科学的な知識を活用して根拠のある助産が実践できる　　
能力を有する。

Ⅲ．到達目標
１．継続的な関わりにより、妊娠期・分娩期・産褥期・新生児期の生理的変化および心理・社会的
側面の変化を理解し、経過の診断、経過の正常・異常の診断、今後の経過予測診断が指導のも
とにできる。

２．妊娠期・分娩期・産褥期・新生児期の健康診査の度にリスクチェックを行い、助産師が管理　
できる対象か、医師との協働管理、または医師管理かを指導のもとに判断できる。

３．健康診査とエビデンスに基づき、各期において正常に経過させる保健指導・助産ケアを実施・
評価できる。

４．地域・生活の場での、母乳育児、育児不安、母子関係成立への援助等、母子と家族への援助ができる。
Ⅳ．実習単位・期間・場所
実習単位：1単位
実習期間：2023 年 9 月～ 12 月
実習場所：獨協医科大学病院、獨協医科大学埼玉医療センター、大野医院
Ⅴ．評価
出席日数が履修規程における成績評価の資格要件を満たしていること。
実習における学習状況（実習参加度・態度・現場の評価）60%、実習記録・レポート 40%
Ⅵ．実習方法
実習要項参照

2625



授業科目名 助 産 学 実 習 Ⅱ
（ 分 娩 介 助 実 習 ） 科目責任者 礒　山　あけみ

教 員 名 礒山　あけみ　　水畑　喜代子　　荒井　洋子　　磯　　律子

必修／選択 必　　修 開講学期 後　　期

単 位 数 １０単位 時 間 数 週 数 １１週

Ⅰ．授業概要
　基礎助産学領域、助産学実践領域科目で学習した知識・技術を統合し、助産過程を展開して助産診断・
技術の実践を行う。分娩期を中心として、助産過程を展開する。分娩介助 10例を目安として分娩介助術
を学ぶ。
Ⅱ．授業目的
対象者を多面的にトータルに理解し、科学的な知識を活用して根拠のある助産が実践できる能力を
有する。
Ⅲ．到達目標
１．妊娠の成立から産褥・新生児期に至る全過程における対象の健康診査ができる。
２．妊娠・分娩・産褥・新生児期にある対象の時期の診断、経過の診断、経過の正常・異常の診断
異常の種類とレベルの判断及び今後の経過予測診断ができる。

３．診断に基づいて正常に経過させる援助や、原理に基づいた安全・安楽な分娩介助ができる。
４．異常の発生予防と早期発見ができ、発生時の救急処置等、危険回避行動を指導のもとにできる。
５．母子関係成立、母子及び家族関係への援助ができる。
６．助産計画を用いて、上記 １． ～ ５． を対象の個別性に応じて実施し、評価できる。
Ⅳ．実習単位・期間・場所
実習単位：10 単位
実習期間：2023 年 9 月～ 12 月
実習場所：�獨協医科大学病院、獨協医科大学埼玉医療センター、済生会宇都宮病院、大野医院、　　

恵愛病院
Ⅴ．評価
分娩直接介助例数 10 例以上、且つ出席日数が履修規程における成績評価の資格要件を満たす。
実習における学習状況（実習参加度・態度・現場の評価）60%、実習記録・レポート 40％
分娩介助件数が 10 例に満たない場合、無遅刻・無欠勤で、実習記録の提出により、単位認定につい
て配慮する。
Ⅵ．実習方法
実習要項参照
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授業科目名 助 産 学 実 習 Ⅲ
（ 助 産 管 理 実 習 ） 科目責任者 礒　山　あけみ

教 員 名 礒山　あけみ　　水畑　喜代子　　荒井　洋子　　磯　　律子

必修／選択 必　　修 開講学期 後　　期

単 位 数 １単位 時 間 数 週 数 １週

Ⅰ．授業概要
助産所の管理・運営、ケアサービスの実際について学習し、開業助産師をモデルとして助産師の
自律性と専門性および地域における助産師の役割を考察する。
Ⅱ．授業目的
１．対象を多面的にトータルに理解し、科学的な知識を活用して根拠のある助産が実践できる能力
を有する。

２．保健・医療・福祉におけるチームの一員としての自覚をもち、多職種者と協働しながら、
　　助産師の役割を実践する能力を有する。
Ⅲ．到達目標
１．地域社会で生活する母子を対象とした様々な助産活動を学習し、社会と時代および対象の
　　ニーズに即した助産師の役割・業務を説明できる。
２．地域における母子保健活動、地域連携について説明できる。
３．助産師独自の機能と業務範囲、法的責任を説明できる。
４．助産所における施設・設備やサービスを提供するための管理・経営について説明できる。
５．地域における助産師活動を学び、助産師の自律性および専門性について発展的に考察し記述
　　できる。
Ⅳ．実習単位・期間・場所
実習単位：1 単位
実習期間：2023 年 11 月～ 12 月
実習場所：ことり助産院、はとがや助産所、すこやか助産院、守谷助産院
Ⅴ．評価
出席日数が履修規程における成績評価の資格要件を満たしていること。
実習における学習状況（実習参加度・態度・現場の評価）60%、実習記録・レポート 40%
Ⅵ．実習方法
実習要項参照
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授業科目名 助　産　学　研　究 科目責任者 水　畑　喜代子

教 員 名 水畑　喜代子　　礒山　あけみ　　荒井　洋子　　磯　　律子

必修／選択 必　　修 開講学期 後期

単 位 数 １単位 時 間 数 ３０時間 コ マ 数 １５コマ

Ⅰ．授業概要
助産師にはエビデンスにもとづく実践が求められる。同時に助産実践の効果をエビデンスとして示
していく必要がある。本科目では、助産学研究の目的・意義を学び、文献クリティークを通して研究
の動向を把握する。実践事例を振り返り、文献で得られた知見を踏まえて考察する。
Ⅱ．授業目的
質の高い助産実践能力を持ち、助産学の発展に貢献する能力を有する。
Ⅲ．到達目標
１．助産学研究の目的・意義を説明できる。
２．事例検討の目的・意義を説明できる。
３．文献検索とクリティークの方法を説明できる。
４．実践事例を振り返り、文献で得られた知見を踏まえて考察できる。
５．学術学会に参加し先行研究の発表にふれ、助産師の役割・責務を記述できる。
Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日
曜
日

時
限

教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 8 26 土
終
日

水　畑　喜代子
荒　井　洋　子
磯　　　律　子

学術集会の参加
第 42 回日本思春期学会総会・学術集会 8 月
25 ～ 27 日

学術集会参加の課題
レポート提出

2 12 13 水 1 水　畑　喜代子
オリエンテーション
助産学研究の目的・意義
文献検索とクリティーク

事後：講義レジュメの
復習
第 4・6 回 ク リ
ティーク文献
課題の提示3 12 13 水 2

水　畑　喜代子
荒　井　洋　子
磯　　　律　子
礒　山　あけみ

担当教員と検討事例の決定

4 12 18 月 1 水　畑　喜代子 文献クリティーク① 事前：論文クリティーク
事後：加筆

5 12 18 月 2

水　畑　喜代子
荒　井　洋　子
磯　　　律　子
礒　山　あけみ

事例検討の個別指導
文献レビュー 担当教員より

指導受ける。

6 12 19 火 1 荒　井　洋　子 文献クリティーク② 事前：論文クリティーク
事後：加筆

7 12 19 火 2

水　畑　喜代子
荒　井　洋　子
磯　　　律　子
礒　山　あけみ

事例検討の個別指導
文献レビュー

担当教員より
指導受ける。
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8 12 20 水 1

水　畑　喜代子
荒　井　洋　子
磯　　　律　子
礒　山　あけみ

事例検討の個別指導
文献レビュー、論文執筆、発表に向けた準備
（パワーポイント作成）

担当教員より
指導を受ける。

9 12 20 水 2
10 1 9 火 1
11 1 9 火 2
12 1 9 火 3

13 1 9 火 4

14 1 16 火 1
水　畑　喜代子
荒　井　洋　子
磯　　　律　子
礒　山　あけみ

研究発表
パワーポイント使用

発表後追加修正し
論文を提出する

15 1 16 火 2

Ⅴ．授業方法
個別指導
Ⅵ．評価基準
　研究プロセスにおける学習状況、提出物（クリティーク・事例研究論文）80％、学会参加、
課題レポート 20％で評価する。
Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
適宜講義で紹介する。
≪参考図書≫
１．よくわかる看護研究論文のクリティーク　第 2版　日本看護協会出版会　2020

3029



授業科目名 Evidence-Based Practice 科目責任者 礒　山　あけみ

教 員 名 礒山　あけみ

必修／選択 選　　択 開講学期 前　　期

単 位 数 １単位 時 間 数 １５時間 コ マ 数 ８コマ

Ⅰ．授業概要
国内外の文献検討を行いながら、実践されている助産実践の科学的根拠を吟味する。これを通して
EBPに対する態度を養う。
Ⅱ．授業目的
１．科学的な知識を活用して根拠のある助産が実践できる能力を有する。
２．質の高い助産実践能力を持ち、助産学の発展に貢献する能力を有する。
Ⅲ．到達目標
１．助産における根拠に基づく助産実践の重要性を説明できる。
２．助産にかかわる既存の研究の検討を通して、臨床疑問（クリニカル・クエスチョン）の見つけ
方を説明できる。

３．論文の書式、表現、論理構成などを説明できる。
４．助産における研究結果と実践への応用について説明できる。
Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日 曜
日
時
限 教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 4 13 木 1

礒　山　あけみ

オリエンテーション、文献検索
事前：関心のある RQ 

を担当し、その
エビデンス文献
について 1 つ選
び精読し、プレ
ゼンテーション
する。

担当以外の学生も配付
された文献を読む。

事後：ディスカッショ
ンした内容をま
とめる。

2 4 20 木 1 クリニカル・クエスチョンの見つけ方と作成

3 4 27 木 1 文献講読
クリティーク資料作成

4 5 18 木 1

各回 2 名ずつ担当
担当のリサーチ・クエスチョン RQ）につい
てプレゼンテーションディスカッション

5 5 24 水 1

6 5 25 木 1

7 6 1 木 1

8 6 15 木 1

Ⅴ．授業方法
プレゼンテーション、ディスカッション
Ⅵ．評価基準
学習状況、課題レポート、プレゼンテーション、ディスカッションから総合的に評価する。
Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
１．科学的根拠に基づく快適で安全な妊娠出産のためのガイドライン 2013 年版　金原出版　2013
　　RQ ごとに別途文献を担当学生が 2 週間前に配付する。
≪参考図書≫
１．ほんとうに確かなことから考える妊娠・出産の話－コクランレビューからひもとく
　　医学書院　2018
２．リサーチ・クエスチョンの作り方　第 3版 ～診療上の疑問を研究可能な形に～
　　健康医療評価研究機構　2015
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授業科目名 ウィメンズヘルス支援 科目責任者 荒　井　洋　子

教 員 名 荒井　洋子　　礒山　あけみ　　磯　　律子　　坪田　明子　　河野　陽介

必修／選択 選　　択 開講学期 前　　期

単 位 数 １単位 時 間 数 １５時間 コ マ 数 ８コマ

Ⅰ．授業概要
女性のライフサイクルにおける性と生殖に関連した健康を支援する能力が求められる。さらに女性が
おかれている社会状況やジェンダーにまつわる健康など、多様性（ダイバーシティー）の実現を目指し
た社会において、健康を支える態度を養う。
Ⅱ．授業目的
広い視野と豊かな感性、倫理観に基づくウィメンズヘルスに関するケアが実践できる能力を養う。
Ⅲ．到達目標
１．特別支援学校での保健教育の実際が説明できる。
２．多様な性の在り方に配慮し、支援について説明できる。 
３．出生前診断にかかわる悩みを持つ女性・家族の支援について説明できる。
４．不妊・不育症への支援について説明できる。
Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日 曜
日
時
限 教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 5 11 木 1 礒　山　あけみ オリエンテーション、ジェンダー、
FGM、性の多様性

事前：�各講義に関する
情報収集

事後：
１．�リアクションペーパー

の提出
２．�各講義後課題

2 5 17 水 3

河　野　陽　介

性的マイノリティと医療①

3 5 17 水 4
性的マイノリティと医療②
グループディスカッション・プレゼンテー
ション

4 5 25 木 4 磯　　　律　子 助産師が行ういのちの教育、特別支援学校で
の保健教育

5 5 31 水 3

坪　田　明　子

出生前診断、遺伝（染色体異常等）女性・家族
への支援①

6 5 31 水 4
出生前診断、遺伝（染色体異常等）女性・家族
への支援②
グループディスカッション、プレゼンテーション

7 6 20 火 3

荒　井　洋　子
不妊・不育症への支援（制度・支援）①

8 6 20 火 4 不妊・不育症への支援（制度・支援）②
グループディスカッション、プレゼンテーション

Ⅴ．授業方法
プレゼンテーション、ディスカッション
Ⅵ．評価基準
授業への参加状況、課題レポートから、総合的に評価する。
Ⅶ．教科書・参考図書
≪推薦図書≫
１．生殖技術と親になること　不妊治療と出生前検査がもたらす葛藤　みすず書房　2022
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獨協医科大学助産学専攻科規程 

 

平成23年４月１日制定 

  

最終改正 令和５年４月１日 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、獨協医科大学学則（以下「学則」という。）第４条に規定する獨協医科大学助

産学専攻科（以下「専攻科」という。）に関し必要な事項を定めるものとする。 

（目的） 

第２条 専攻科は、助産師を養成することを目的とする。 

（教員組織） 

第３条 専攻科には保健師助産師看護師学校養成所指定規則第３条に規定する専任の教員を置く。 

（専攻科長） 

第４条 専攻科に専攻科長を置く。 

２ 専攻科長の選考に関する事項は、別に定める。 

（管理運営） 

第５条 専攻科の管理運営については、獨協医科大学助産学専攻科運営委員会（以下「運営委員会」

という。）が行うものとする。 

２ 運営委員会に関する事項は、別に定める。 

（収容定員） 

第６条 専攻科の収容定員は、10人とする。 

（修業年限） 

第７条 専攻科の修業年限は、１年とする。 

（学年） 

第８条 学年は４月１日から、翌年３月31日に終る。 

（学期） 

第９条 学年は、次の学期に分ける。 

前学期 ４月１日から８月31日まで 

後学期 ９月１日から３月31日まで 

（休業日） 

第10条 休業日は、次のとおりとする。 

(１) 日曜日 

(２) 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日 

(３) 開学記念日（４月23日） 

(４) 夏季休業（８月上旬から８月下旬まで） 

(５) 冬季休業（12月下旬から１月上旬まで） 

２ 前項第４号から第５号の休業期間は、都度、学長が定める。 

３ 学長は、必要がある場合は、休業日を臨時に変更し、又は臨時の休業日を定めることができる。 

（入学の時期） 

第11条 専攻科の入学の時期は、学年の始めとする。 

（入学資格） 

第12条 専攻科に入学することができる者は、次の各号のいずれかに該当する女性で、かつ、看護師

資格を有する者で、入学試験に合格し、かつ、所定の手続を経たものとする。 

(１) 大学を卒業した者 

(２) 学校教育法第104条第７項の規定により学士の学位を授与された者 

(３) 外国において、学校教育における16年の課程を修了した者 
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(４) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国

の学校教育における16年の課程を修了した者 

(５) 我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における16年の課程

を修了したとされる者に限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付け

られた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者 

(６) 専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を

満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了

した者 

(７) 文部科学大臣の指定した者 

（入学者の選抜等） 

第13条 専攻科に入学を志願する者については、別に定めるところにより入学者の選抜を行う。 

２ 前項の入学者選抜における合格者の認定は、運営委員会の議を経て、学長が決定する。 

（検定料、入学料及び授業料等） 

第14条 専攻科の学費は以下とする。 

入学検定料 30,000円 授業料 900,000円 

入学金 200,000円 実習費 500,000円 

（教育課程） 

第15条 授業科目は、基礎助産学領域、助産学実践領域及び助産学発展領域に区分する。 

２ 前項の授業科目及びその単位数並びに履修方法は、別表の定めるところによる。 

（単位の計算方法） 

第16条 授業科目の単位の計算方法は、１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって

構成することを標準とし、授業の方法に応じ、その授業による教育効果、授業時間外に必要な学修

等を考慮して、次の基準によるものとする。 

(１) 講義及び演習については、15時間から30時間までの範囲で別に定める時間の授業をもって１

単位とする。 

(２) 実習及び実技については、30時間から45時間までの範囲で別に定める時間の授業をもって１

単位とする。 

（単位の授与） 

第17条 授業科目の修了の認定は、その授業科目についての平素の学習状況、出席状況、試験その他

の成績により、学年末又は学期末に行うものとし、それに合格した学生には、所定の単位を与える。 

２ 成績の評価は、100点をもって満点とし、60点以上を合格とする。 

３ 前項の成績の評語は、優（80点以上）、良（79点～70点）、可（69点～60点）及び不可（59点以

下）とする。 

（修了） 

第18条 修業年限１年以上在学し、かつ、所定の授業科目の単位を修得した学生の修了の認定は、運

営委員会の議を経て、学長が決定する。 

２ 学長は、前項の規定により修了と認定された者には、修了証書を授与する。 

３ 修了に関する事項は、別に定める。 

（その他） 

第19条 上記以外の事項については獨協医科大学学則に準拠する。 

（規程の改廃） 

第20条 この規程の改廃は、運営委員会及び学長諮問会議の議を経て、学長が決定する。 
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獨協医科大学助産学専攻科履修規程 

平成30年４月１日制定 

最終改正 令和４年４月１日 

（趣旨） 

第１条 この規程は、助産学専攻科（以下「専攻科」という。）の授業科目の履修、試験等の取扱い

及び災害等の休講措置等に関し、専攻科規程（以下「規程」という。）に定めるもののほか、必要

な事項を定めるものとする。 

（授業科目等） 

第２条 開設する授業科目、単位数及び必修・選択の別は、規程別表のとおりとする。 

（履修登録） 

第３条 学生は所定の期日までに、履修しようとする授業科目を看護学部事務室看護教務課に届け出

なければならない。 

（修了の要件） 

第４条 学生は、修了するためには１年以上在学し、規程別表に定めるところにより必修36単位及び

選択１単位以上の合計37単位以上を修得しなければならない。 

（履修の認定及び成績評価） 

第５条 次の第１号及び第２号を履修認定及び成績評価を受けるための資格要件とし、いずれも満た

していなければならない。 

(１) 当該科目の全授業回数の３分の２以上に出席していること。ただし、実習科目はその単位数

に応じて算出された実習日数の４分の３以上出席し、かつ分娩介助実習においては、保健師助産

師看護師学校養成所指定規則別表二（第三条関係）に定められた助産学実習における分娩の取扱

い要件（以下「分娩の取扱い要件」という。）を満たしていること 

(２) 正当な理由がなく授業料等の学費を滞納していないこと 

２ 履修認定及び成績評価は、前項の要件を満たした上で、シラバス等により周知されている科目毎

の評価方針に基づき、規程第17条第２項及び第３項の成績評価基準に照らし、専攻科運営・教学委

員会（以下「委員会」という。）の議を経て学長が決定する。 

３ 第１項第１号に定める授業の出欠について、授業開始時刻から20分を超える遅刻は、これを欠席

として取り扱う。ただし、やむを得ない理由がある場合は、この限りではない。 

４ 第１項各号により履修認定及び成績評価を受けるための資格を有しない場合の成績は無効（０点）

とする。 

（成績評価の方法） 

第６条 成績評価は、定期試験、課題発表、レポート、実習記録物、実技、授業への参加度等の方法

により、またこれらを併用して総合的に評価する。各授業科目の具体的な成績評価の方法はシラバ

ス等に公示する。 

（定期試験） 

第７条 前条の成績評価の方法のうち、定期試験は、原則として各授業科目が終了する学期末に、専

攻科長が一定の期間を定めて行うものとし、筆記、レポート又は実技試験等の方法により行う。 

（追試験） 

第８条 病気その他やむを得ない理由により定期試験を受験することができなかった者は、追試験を

受けることができる。 

２ 前項の追試験の受験を希望する者は、「追試験願」と欠席の理由を証明できる書類を添え、所定

の期日までに看護学部事務室看護教務課に提出しなければならない。 

３ 追試験の許可は、本人の「追試験願」と欠席理由証明書等に基づき、委員会の議を経て学長が決

定する。 

４ 追試験受験を認められた者は、１科目につき１千円の追試験料を納入しなければならない。 

５ 追試験は、その都度本学が定めた期間に行う。 

６ 追試験は得点の90％をもって評点とする。 
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（成績再評価） 

第９条 成績評価の結果、得点が合格点に満たなかった者に対しては、成績再評価を行うことができ

る。ただし、実習科目の成績再評価は行わない。 

２ 成績再評価の方法は、筆記試験、レポート提出又は実技の形式等とし、科目毎の方法は成績再評

価実施前に公示する。 

３ 成績再評価の許可は、委員会の議を経て学長が決定する。 

４ 成績再評価を許可された者は、「成績再評価願」に成績再評価として１科目につき２千円を添え

て看護学部事務室看護教務課に提出しなければならない。 

５ 成績再評価は、その都度本学が定めた期間に行う。 

６ 成績再評価は、合・否をもって評価し、合格には60点を与え、「可」評価とする。 

（補習実習） 

第10条 実習科目において、実習施設の分娩介助件数等の諸事情により、正規の実習期間に分娩の取

扱い要件を満たさなかった場合は、補習実習を行うものとする。 

２ 補習実習実施後は委員会に報告するものとする。 

（追実習） 

第11条 実習科目において、病気その他やむを得ない理由により第５条第１項第１号の要件を満たせ

なかった場合は、追実習を行うことができる。 

２ 前項の追実習の実施の可否は、欠席の理由を証明できる書類に基づき専攻科長が判断するものと

し、追実習実施後は委員会に報告するものとする。 

（再履修） 

第12条 不合格とされた授業科目は、翌年度再履修しなければならない。ただし、実習科目は実習施

設等の制限があるため、再履修はできない。 

（不正行為） 

第13条 当該科目において不正行為があったと認められる場合は、その科目の成績を無効（０点）と

する。 

２ 前項の不正行為が極めて悪質な場合は、当該学生がその学期に履修した全科目を無効（０点）と

する。 

３ 前二項の措置は、委員会の議を経て学長が決定し、獨協医科大学学生懲戒規程に基づき厳重に処

分する。 

（休講措置） 

第14条 台風等低気圧の接近により、栃木県を中心とする関東地方に「暴風警報」、「大雪警報」等

が発令された場合、もしくは台風等の自然災害又はストライキにより、ＪＲ東日本及び東武鉄道双

方の交通機関の通学経路が運行停止となった場合の授業等の取扱いについては、次のとおりとする。 

  

 警報あるいは運行停止解除時刻 授業等の取扱い  

 午前７時までに解除された場合 平常どおり授業を行う  

 午前９時までに解除された場合 １限目は休講、２限目から授業を行う  

 午前11時までに解除された場合 ２限目まで休講、３限目から授業を行う  

 午後１時までに解除された場合 ３限目まで休講、４限目から授業を行う  

 午後１時現在解除されない場合 全日休講とする  

２ 前項によらないその他の非常事態により、授業等の実施が困難と認められる場合は、専攻科長は、

その都度、臨時休講の措置をとることができる。 

３ 授業等の実施中に前二項による事態が発生し、速やかに学生を下校させることが必要と認められ

る場合は、専攻科長は、その都度、授業等を打ち切り、臨時休講の措置をとることができる。 

（学外実習の取扱い） 

第15条 学外実習の実施または継続が困難な状況になった場合の取扱いは、次のとおりとする。この

場合における実習の打切りについては、専攻科長が判断するものとする。 
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 警報あるいは運行停止解除時刻 実習の取扱い  

 午前６時までに解除された場合 平常どおり実習を行う  

 午前10時までに解除された場合 午後から実習を行う  

 午前10時までに解除されない場合 全日実習を中止する  

（補講等の実施） 

第16条 前二条により、授業等が休講若しくは打切りとなった場合は、専攻科長は、当該授業等に係

る補講等の実施等事後の対応措置について速やかに学生に通知しなければならない。 

（救済措置） 

第17条 第14条各項及び第15条に規定する臨時休講の措置が講じられなかった場合において、学生が

運行を停止した交通機関が発行する「運休証明書」、「遅刻証明書」等を提示した場合は、当該学

生が不利益を被らないよう配慮するものとする。 

（規程の改廃） 

第18条 この規程の改廃は、学長諮問会議の議を経て、学長が決定する。 
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